
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アイメイト募金芳名録 

■会員のページ 

◆編集後記 

■アイメイトサポートグッズ 

＜特集＞ 

コロナ禍、アイメイト使用者さんは 

    どう過ごしているの？ 

その他の特集 

■アイメイトサポートカレンダーの１０年 

■アイメイト調査２０２０のポイント 

■もっと知りたい！ 視覚障害者スポーツ 

  ～パラリンピック新日程と視覚障害クラス～ 

連載記事 

■風を切って歩く幸せ  （鶴東陽香さん） 

（生井良一さん） 

■後援会メンバー紹介 （宇野陽子さん） 

（石射正英さん） 

外出時や日常生活で困って
いることはないのかな。 

協会だより 

◆アイメイト卒業生人数 

◆様々な工夫で事業を継続しています 

◆やり遂げる方法があると信じて、なんでもトライ 

◆視覚障害者にさらなるあたたかいサポートを 

◆「アイメイト・こどもサイト」を制作中 

◆協会の取り組みが紹介されました 

後援会からのお知らせ 

■役員会議事抄録 

■総会中止により役員会にて決議 

■役員役職決定 

■これまでの行事・活動（中止となったイベント） 

  これからの行事・活動（歩み展延期のご案内） 

↑ミニ通信の編集会議もオンラインで！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍、使用者さんはどう過ごしているの？ 

新型コロナウイルス、そして感染拡大防止のために広がった「新しい生活様式」（マスクやソーシ

ャルディスタンスなど）によって、私たちの生活は大きく変わりました。 

そうした中、アイメイト使用者さんたちは日々、どのように過ごしているのでしょうか。もしかし

て、外出時や日常生活で困っていることがあるんじゃないだろうかと心配になります。 

緊急事態宣言が発令された4月中旬、サポートカレンダーの撮影など、長く協会をサポートしてく

ださっているフォトジャーナリスト・内村コースケさんの記事がニューズウィーク日本版に掲載さ

れました。 

「マスクの弊害 

 視覚・聴覚障害者にとってのコロナ禍社会」 

（https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/

2020/04/post-93200.php） 

記事では、「マスクで顔の皮膚感覚が鈍って歩行

が困難になる」「町の音がなくなって方向感覚が狂

った」「ソーシャル・ディスタンスが掴めない」とい

った、晴眼者には想像しにくい弊害を訴える声が聞

こえてきたとつづられていました。 

そこで、この記事の内容を踏まえつつ、『ミニ通

信』でも3人の使用者さんに電話をし、コロナ禍を

どのように過ごしているか伺いました。 

和カフェで和菓子とお茶を楽しむ 

やさしい声掛けがうれしかった 

 自粛期間中たいへんだったのは、お買い物とご飯の準備でした。うちは子供が 2 人いるの

ですが、大人も子どもたちもずっと家にいて、誰もどこにも行かないので（笑）。毎日 3食、

家族 4人分の食事をつくるがとってもたいへん！ 買い物も、あまり行かないようにと言われ

ていましたが、4人分だとすぐになくなっちゃうんですよね。 

 周りからは、スーパーでアテンド（案内）を断られたとか、道路で「近づくな」と怖い声で

言われたとか、それから本当に信じられないんですけど、棒でつつかれたとか、殺伐とした話

を聞いたこともありました。私は毎日 1 時間くらい、隣の駅まで歩いて往復するようにして

いましたが、幸い自分自身にはそんな酷い経験はありませんでした。「駅までご一緒しましょ

うか？」と声をかけてくださった方や、電車で席を譲っていただいた方もいて、こんな状況で

もやさしい人がいるんだとうれしい気持ちになりました。世の中にはヘンな人もいるかもし

れないけど、やっぱりやさしい人もたくさんいるんですよね。 

（東京都、自営業、40歳代、女性） 

https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2020/04/post-93200.php
https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2020/04/post-93200.php


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイメイトは素晴らしいと、大きな声で言いたい 

 こういう時代になると、一人で移動できる人（アイメイト使用者）は有利だなと実感し

ます。ガイドヘルパーさんは手引きするので直接体に触れますよね。それに、移動中すぐ

近くで話をします。なので、緊急事態宣言の頃から仕事をしたくないというヘルパーさん

が増えてきたと聞きました。 

 視覚に障害があっても普段から一人でやっておかないと、こういう時に困りますよね。

この前ホームセンターに行ったんですけど、自分は一人で帰ることができるので、お支払

いを終えたら店員さんも、「気を付けてねー」と普段通りの感じでした。 

 ガイドヘルパーさんと歩いている人だと、結局、家族とか身内に頼まないといけなくな

ります。本当に、アイメイトがいてよかったなあと思います。アイメイトがいれば、全部解

決してくれます。お買い物だって、お医者さんだって一人で行けます。「何も起きてない時

に、自分一人でできることを増やしておかないといけない」といったことを塩屋賢一先生

がおっしゃっていたけど、今のような状況について話していたんじゃないかなと思います。 

 地震とか大災害の時は、障害者はどうしても後回しになります。けど、そうした災害は、

一度ドンとくれば収まりますよね。コロナは、毎日少しずつ続いています。なので、「ああ、

やっぱり自分でなんとかしなきゃ」と、実感しています。 

 そして、アイメイトは素晴らしいということを、やっぱり大きな声で言いたいです。た

だ、それでもどうしてもできないことはあるので、それは手伝ってほしいと思います。 

（東京都、主婦、70歳代、女性） 

 

 

最初に考えたのは、アイメイトの健康のこと 

 緊急事態宣言が出て、会社から自宅待機を命じられました。その時、最初に考えたのは、

アイメイトの健康のことです。毎日一緒に通勤していたので、何週間も家にこもるなんてい

う経験はまったくありませんでした。そうなったらこの子は大丈夫だろうか、ストレスにな

るんじゃないかと、心配になりました。 

 なので、人の少ない時間帯を狙って、駅の方ではなく、住宅街の方を散歩するようにして

いました。おかげでアイメイトの体重はまったく変わらず、健康そのものです。通勤だと電

車に乗っている時間は歩かないので、むしろ運動量は増えていたかもしれません。ついでに

私もストレス発散できたし、アイメイトのおかげで健康でいられたのかなと思います。 

 テレビは、不安をあおるような情報ばかりでストレスになるだけなので、あまり見ないよ

うにしていました。代わりに、本を読んだり DVD を見たり、ゆっくりと過ごすように心が

けていました。 

 いまは仕事が再開し、もとのように電車通勤をしています。家に帰った後の足拭きやブラ

ッシングを以前より念入りにするなど、外出するようになって、緊急事態宣言の時よりも神

経をつかっています。              （東京都、会社員、40歳代、女性） 







※議事抄録に掲載のイベント等については役員会開催時点での内容となりますので、

詳細は「これからの行事」・HP 等でご確認下さい。 

   

 

 

2020 年 4 月～6 月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため定例役員会は開催せず。 
 

7 月 19 日（日）（7 月度役員会）  オンライン・リモート会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）総会が中止となったので、役員にて全議案を決議した。 

2）イベントの報告と予定について情報交換。川崎橘ライオンズクラブから 10 月に合同の街頭募金活動の提案があり、 

検討した。 

3）練馬ココネリの「アイメイトの歩み展」は 12 月予定を 2021 年 5 月に延期が決まった。準備の実行委員会はしばら 

は開けない。コロナの状況を見ながら判断する。 

4）本年のアイメイト・デーは中止と、協会が決定した。 

5) 募金の実績について報告。募金件数も募金額も少ない。 

6)  4 月以降の卒業式には列席できなくなったので、お祝いの品だけを協会に送った。   

7）イベント参加の際の出店料などの経費について。個別に調査し、来年のイベントに対応する。              

■規約に則り、総会後の最初の役員会で下記の役職を決定いたしました。 

会 長 鈴木  薫 会  計 鈴木 節子 同窓会担当 福永 達子 

副 会 長 荒井 公江 会計監査 大橋 徹（協会）  井上 裕子 

 三村 徳子  大西 一生  倉成 瑞穂 

役員会議事抄録（４月～７月） 

←アイメイト後援会ホームページから 

ミニ通信（バックナンバー）や NEWS、 

グッズショップへリンク↓ 



※議事抄録に掲載のイベント等については役員会開催時点での内容となりますので、

詳細は「これからの行事」・HP 等でご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定日 イベント名 場所 

3/20 京橋八重洲 LC 合同募金活動 銀座数寄屋橋 

3/28 川崎中央 LC 合同募金活動 川崎駅 

4/5 成蹊桜祭 成蹊大学キャンパス 

4/12 オール学習院の集い 学習院キャンパス 

4/16～18 アイメイトって知ってる？ 練馬区役所 

4/18 桜田門 LC 合同募金活動 銀座数寄屋橋 

4/25 川崎橘 LC 合同募金活動 川崎駅 

4/29 東京女子大園遊会         東京女子大学キャンパス 

6/6 川崎中央 LC 合同募金活動        川崎駅 

6/20 アイメイト後援会総会      アイメイト協会 

～アイメイトの歩み展～ 

「盲導犬（アイメイト）って知ってる？  

練馬から日本を変えたパイオニアの物語」   

於：ココネリホール（練馬駅前） 

本年 12 月に開催予定でしたが 

2021 年 5 月 15 日（土）～16 日（日）に延期 

となりました。 

＊開催前日の設営から当日の担当など多くの後援会員の 

お手伝いが必要になります。 

詳細は次号にて改めてお知らせいたしますので、 

ご協力を宜しくお願いいたします。 

アイメイト・デーは中止となりました。 

（参照：協会だよりのページ） 

中止となったイベント 

 

 

 

総会中止により役員会にて決議 

本年 4 月 20 日発行の＊ミニ通信 78 号において議案を掲載致しましたが、6 月 20 日に予定していた総会開催は、 

新型コロナウイルスの影響により中止とさせて頂きました。 

その後、議案について会員より質問及び異議の申し立てが無く、7 月開催の役員会にて左記「役員会議事抄録」の 

とおり承認を得たことで、決議とさせて頂きました。 

＊ミニ通信 78 号において議案を掲載‥「アイメイト後援会ホームページ」でもご参照頂けます。 

2020 年度アイメイト後援会年次総会決議報告 

新型コロナウイルス感染拡大により 

３月以降、全ての行事が中止となりました。 

参加予定だった皆様にはとても残念な事でし

たが、今後の活動に向けて心機一転の思い

で立ち向かいましょう！ 

今後のイベントは中止あるいは未定となって

いますが、変更の場合はホームページに掲載

致しますので、ご確認ください。 

お問い合わせは鈴木会長までお願いいたし

ます。   TEL：03-6336-8870 



ミニ通信では一昨年から、パラリンピックで視覚障害クラスのある競技に焦点 

を当てて各競技を紹介してきました。紹介したのは下記の９競技です。 

 

 

 

 

2021年 8月 24日～9月 5日 

 

視覚障害クラスのあるパラリンピック競技 

まだまだあります！パラスポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名 競技の特徴や視覚障害クラスの見どころ ミニ通信掲載号 

陸上 トラック競技、フィールド競技、マラソンなど種目やクラス分けも多く 

大所帯。視覚障害選手にはガイドやコーラーが認められている。 

76号 2019.8 

自転車 視覚障害クラスはタンデム(２人乗)自転車を使用。パイロット（晴眼

者）とは前後で連動したペダルで呼吸をピッタリ合わせて漕ぐ。 

74号 2018.12 

水泳 多くの種目に視覚障害クラスがある。タッピングはターンやゴールの 

大事な合図。様々な障害の選手が工夫と努力で最高の泳ぎを。 

78号 2020.4 

柔道 パラリンピックの柔道は視覚障害者だけの競技。組み合った状態から

開始され、いきなり技を掛け合い「一本」で勝負が決まる。 

75号 2019.4 

馬術 フィギュアスケートのような採点競技。馬場の中で馬と共に正確で美

しい演技を目指す。男女や障害の区別なく一つのメダルを争う。 

75号 2019.4 

ボート 視覚障害選手は５人乗りの舵手つきフォアに出場。コックスは健常者

でも良く、漕ぎ手は肢体不自由選手との混合チームも可。 

74号 2018.12 

トライアスロン スイム・バイク(２人乗り自転車)・ランを一人のガイドと一緒に戦う。 

普段から一緒に練習をこなし、お互いの理解と信頼を深めて臨む。 

74号 2018.12 

5人制サッカー ゴールキーパーを含む５名で１チーム。選手は、コート外にいる監督

やコーラーからの声の情報も頼りに信じられないスピードで走り、蹴る。 

77号 2019.12 

ゴールボール 1 チーム３人で鈴の入ったボールを転がすように投球し相手ゴールを

狙う。時速 50km にも達する球の行く手を察知し全身で止める。 

73号 2018.8 

 

陸 上 

トライアスロン 

パラリンピック 
Paralympic Games 

もっと知りたい！視覚障害者スポーツ！ 

競技を知って応援を続けましょう！ 

自転車 水 泳  柔 道 馬 術 ボート 

５人制サッカー ゴールボール 

3 月 30 日、国際オリンピック委員会（IOC）、国際パラリンピック委員会（IPC）、公益財団法人東

京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（東京 2020組織委員会）、東京都、日本国政

府は、2021 年に開催されるオリンピック・パラリンピックの新日程に合意しました。 

オリンピック競技大会 ：2021 年 7 月 23 日から 8月 8 日まで 

パラリンピック競技大会：2021 年 8 月 24 日から 9月 5 日まで 

新日程 

新型コロナウィルスの世界的な感染拡大に伴い、今年の８月 25 日より開催予定だったパラリンピ

ックも来年に延期されました。厳しい見通しもある中、無事に開催されるよう祈るばかりです。 

この大会を目標にしてきた選手の皆さんも、来年に向けてトレーニングを続けていることと思いま

す。観客となる私たちも、パラスポーツへの関心を更に深めて応援を続けていきましょう！ 

今回、東京 2020 では実施されないパラスポーツもたくさんあります。次回からは、それらの中で

主に視覚障害者の方たちが楽しんだり、活躍したりしている「ブラインドスポーツ」を紹介してい

きたいと思います。また、それらについて情報をお持ちの方がいらっしゃいましたらご協力いただ

ければ嬉しいです。よろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイメイト調査 2020のポイント 

■入店拒否の状況 

2019年4月1日から2020年2月まで

の期間に、アイメイト（盲導犬）を理由に

入店拒否などの差別的な扱いを受けた人

は、全体の6割以上（57人、62.0%）に

のぼりました。同じ質問についてこれまで

の調査結果を確認すると（回答者及び回答者

数は異なる）、2017年3月が62.0％（75

人）、2018年3月は63.0％（75人）、

2019年3月は52.9％（45人）でした。

オリパラ2020に向けて改善が期待され

ましたが、状況がほとんど変わっていない

様子がうかがえます。 

■入店を拒否した店側の主張の例 

アイメイト使用者に対して店側が伝えた理由として、『前例がない』『犬が苦手/犬アレルギーのお

客様がいる』『以前、別の使用者が入店した際にトラブルがあった』『食べ物を扱っている』『スペー

スが狭い』などの回答がありました。いずれも、法律が示す「正当な理由」には当たりません。 

■「東京オリパラ」後に向けて必要なこと 

「東京オリパラ」後に向けて必要なこととしては、

ハード面の整備である「都市や街づくりにおけるよ

り一層のバリアフリー化」をおさえて、「教育を通じ

た障害者への理解促進」が最多（41人、44.6%）と

なりました。 

次いで、「都市や街づくりにおけるより一層のバリ

アフリー化」（38人、41.3%）、「心のバリアフリー

のさらなる浸透」（36人、39.1%）、「障害者がスポ

ーツに親しむための環境整備」（35人、38.0%）、「健

常者と障害者がともに楽しめる場や機会の創出」

（30人、32.6%）、「障害者の積極的な社会参加」（28

人、30.4%）、「障害者の就労支援の強化」（22人、

23.9%）と続いています。 

今年も全国のアイメイト使用者への調

査が実施され、3月末に調査結果が発表さ

れましたので、調査のポイントを紹介しま

す。（詳細は、協会のホームページに掲載

されています。） 

和カフェで和菓子とお茶を楽しむ 

靴を選ぶアイメイト使用者（丸井錦糸町店） 



全国の盲導犬 実働数 

909 組 

 

 

 
 
 
 
      
                      

期 卒業日 人数 

第４７１期生       ４月２５日   ２名 

第４７２期生 ６月２０日   １名 

第４７３期生       ７月１８日   ４名 

【累計 １，３91名】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４７４期生     １０月１０日    ３名 

第４７５期生 １１月１４日    ２名 

第４７６期生     １２月１９日  ４名 

《卒業予定》８月以降、下記のクラスが予定されています。 

 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 

（2020 年 3 月 31 日現在） 

アイメイト卒業生人数（２０２０年４月～７月） 
 

アイメイト実働数 

205 組 

（2020 年 7 月 18 日現在） 

協会 
だより 

まず協会の現況ですが、日々感染拡大防止に努めながらアイメイトの育成と視覚障害者への歩行指導を

粛々と継続しています。視覚障害者にとって安全に歩くことは、命を守ることに直結するためとても大切

です。同時に、仕事や買い物に行く、通院や子どものお迎えなど、「歩行」は生活を維持するための生命線

でもあります。大事な事業であることをあらためて認識しています。 

また、この期間、多くの方から励ましや応援のお言葉をいただいています。いつも支えてくださる皆さま

に、あらためて感謝申し上げます。基本的な対策は国や東京都のガイドラインに沿って一つずつ実施し、

日々の仕事の中では個別の工夫をしています。協会には犬たちがいて、視覚障害者への歩行指導を実施す

るという現場の仕事があります。人同士の接触を完全に無くすことはできません。その中でいかにリスク

を抑えながら事業を継続できるのか、今を変革の機会と捉え、これまでとは異なる発想と視点から新たな

方法を模索しています。 

“with コロナ”の社会でも、協会の仕事や使命は変わりません。ここからは、協会における工夫・行動

の一部をご紹介します。 

■お知らせ アイメイト・デーと機関誌制作を中止 

感染拡大防止のため、今年のアイメイト・デー開催および機関誌「アイ メイト」制作の中止を決定いた

しました。何卒ご理解いただけますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協会には多くの犬が生活しており、合宿形式の歩行指導も行われます。そこで、新型コロナウイ

ルスに限らず、普段から様々な感染症対策を行ってきました。このような経験を活かし、基本行動

をあらためて職員間で共有・徹底するところからスタートしました。 

 

マスクやアルコール消毒などはもちろんですが、職員の出勤もシフトを切り替えるなど、屋内で

距離をとれるよう対策をしました。交代での在宅勤務、Zoom などを使ったビデオ会議も導入し

ました。 

訓練や歩行指導などで、日ごろから各職員が別々の場所で仕事をすることが多い中、毎日の朝礼

は皆が集まり顔をあわせられる機会でした。しかし、必要な事務連絡をメールで行うことで、全

員が同じ部屋に集まらないよう朝礼の形式を変更し、密を避けながら情報共有ができるよう工

夫しました。 

歩行指導は外を歩くことを中心に行うため、大きな変更無くカリキュラム 

を行いますが、人混みを避けるなどの配慮をしています。 

 

コロナ禍における、アイメイト使用者へのヒアリングも行いました。視覚障害者にとって、匂

いや音、肌の感覚は大切な情報源の１つです。しかし、マスクをすることで感覚が今までと変わ

ってしまうため、戸惑いの声が聞かれました。触れることも情報を得る手段ですが、今ではそれ

もはばかられます。視覚情報が無い中で、列に並ぶ時や横断歩道で待つ際に、人と適切な距離を

保つことが難しいといった問題もあります。晴眼者に誘導をお願いするにも配慮が必要です。 

このように困ったことがある一方、それ以上にアイメイトがいてよかった、安心、うれしかっ

たという声が多く寄せられました。周りの人からの視覚障害者への支援がどうしても手薄になる

状況で、一人と一頭で歩けることは大きな意味を持ちます。同時に、アイメイトのぬくもりや存

在自体がいつも以上に心強い支えになっていることがわかりました。 

こうした状況を踏まえ、「距離や安全は確保しながら、これまで以上に視覚障害者に寄り添って

ください、心をつなげてください」、という思いを込めて協会ホームページや SNSでメッセージを

発信してきました。 

 

感染拡大は、啓発活動にも影響を及ぼしました。予定されていたイベントや行事は全てキャン

セルとなり、協会で毎月開催している見学日も中止しています。そこで、「アイメイト・こどもサ

イト」の制作を決め、準備を進めています。視覚障害やアイメイトについて理解し、どうサポー

トできるのかを親子で一緒に考える材料を提供する特設サイトです。学校での教材として、ご家

族での調べものに、自由研究の資料として、楽しみながら活用していただければと願って制作し

ています。この夏公開予定ですので、ご期待ください。 

 

（公財）JKAの補助事業による支援活動を紹介するウェブサイト 

「CYCLE JKA Social Action」内で、新型コロナウイルスにより 

変化した世の中の状況に対する当会の取り組みを動画と記事で 

紹介してくださいました。ぜひご覧ください。 

https://www.jka-cycle.jp/_ct/17373986 

コ
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「CYCLE JKA Social Action」Web ページより 








